
■路線バス、一般タクシーについては、新型コロナウイルスの影響により利用者数減少傾向から回復しつつある状況ではあるが、路線バスについては、
運転手不足等の関係もあり運行に大きな影響がある状況である。コミュニティバスは、特に利用者数減少が顕著な巡回バスについて、利用促進の
ための施策が必要である。路線バスとの接続を改善し、利用しやすい路線とすることで路線バスの利用者増加にも寄与できるものと考えられる。
■令和6年度末から順次稼働を予定している中心市街地に関しては、現在、公共交通を利用した移動がしやすい状況とはいえないため、新たに公
共交通ネットワークを構築する必要がある。また、買い物、通院を主体としたコミュニティバスの運行から、観光、文化、スポーツ活動等も主な利用目
的となるようなコミュニティバスへ発展させていくい必要がある。

上峰町地域公共交通利便増進実施計画

事業の内容
①乗合タクシーの料金改定
乗合タクシーの料金を統一料金とする。

②巡回バス・乗合タクシーの定期券等の共通化
巡回バスと乗合タクシーの定期券及び回数券を共通

化する。

事業の効果
①乗合タクシーの料金改定
乗合タクシーの運賃を巡回バスの運賃と統一にすることで利用

者数が増加する。（乗合タクシー利用者数：現状値22,883人/年度
→目標値25,200人/年度）
②巡回バス・乗合タクシーの定期券等の共通化
巡回バス・乗合タクシーの回数券、定期券を共通化し、コミュ

ニティバスを利用しやすくすることで満足度が高まる。（コミバ
ス満足度：現状値75％→目標値80％）

【中心市街地完成予想図】

・作成した自治体 佐賀県上峰町
・事業実施区域 上峰町全域
・事業実施予定期間 R6年12月1日～R11年3月31日
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